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(57) 要約 [課題 ] リアルタイム更新を要件 と
するデータベース ・シス テムの複数のデータ
ベース ・ドメイン の分割による分散型データ
ベース ・システムのスケールアウ トに関して、
，更なる大規模化に対応 し、それに伴 更なる高
l 能化を実現することが本発明の課題である。
[解決手段 本発明は、大規模データベース ・
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たがるデータベース ・オブジェク トのリアルタ
イム更新をともな マルチ ・トランザクシ ョン
処理にお て、そのステータス情報等のメ タ情

A DISTRIBUTED SHARING 報の交換および同期を、データベース ・メ タ情
報管理 リポジ トリ装置内のデータベース ・メ タ

情報格納管理部に対 し、パーテ イ シ トポロジ技術またはレフリケーシ ョン トポロジ技術を適用する
ことによって、更に高速に前記マルチ トランザクシ ョン処理を実施することによって課題 を解決す
る。



明 細 書

発明の名称

仮想単一メモ リス トレージ上におけるメタ情報共有型分散データベース

システム

技術分野

０００ 本発明は、分散データベース ・システム及びそれを用いたグ リッド・コ

ンピューティング ・システムに関する。

背景技術

０００ 従来の分散データベース技術は、分散 トランザクシ ョン処理や排他処理

にかかわる一貫性ぉよび参照整合性制約にかかわる整合性の確保と処理のス

ループットとの トレー ドオフの上に成 り立っていた。前記一貫性、前記参照

整合性の担保のために、従来、二相コ ミ ット技術ぉよびレプ リケーシ ョン技

術が適用されてきたが、実用的なスループットを得ることができず、実用に

供 されて満足な結果を得ているものは寡聞である。一方、二相コ ミ ット技術

またはレプ リケーシ ョン技術を使用 しない場合、従前技術では、リアルタイ

ム更新の可能な分散データベース ・システムは実用化されてぉらず、リアル

タイム更新の可能な分散データベース ・システムと称するものは、実際には

、単に分散二次記憶媒体上に展開された仮想単一データベース ・システムで

あったりしている。また、インターネット上での検索サイ トや仮想店舗サイ

トでは、更新系はバッチとし分散読み出し特化型分散データベース ・システ

ムであったりしている。

０００3 近年では、データベース管理システムを含むデータベース ・ドメインで

あって、前記複数のデータベース ・ドメインをピア ・ツー ・ピア接続 し、デ

ータベース ・ドメイン内に配置されたデータベースの構造や排他制御、参照

性整合等のステータスに関する情報をメ タ ・データ として木体データ とは別

に管理 し、前記メ タ情報を当該メ タ情報ごとに前記各データベース ・ドメイ

ン間で互いに交換 し同期を取ることによ りスケーラ ビ リティに優れ、データ



べ一ス ・オブジェク トを任意の粒度で極小化 し障害時の障害箇所の局所化と

復旧時間の短縮を最小化する分散型データベース ・システムに関しては図 「

に示されるような特許文献 「に記載のものが知 られている。前記特許文献 「

では前記メ タ情報の交換の具体的な方法までは言及 されていないが、前記特

許文献 「に記載の技術が発明された時点 (本件発明者が本件発明の着想を得

たのは平成 「 3 年 「 2 月頃であった) では、非特許文献 「に記載のパーティ

シ ョン トポロジ技術やレプ リケーシ ョン トポロジ技術は米国で実用化された

ばかり (非特許文献 「に記載の当該非特許技術が米国市場に登場 し公然実施

されたのは平成 「 年 6 月頃であった) で、その時点では米国以外での普及

には至っておらず ( 日木でこの技術の詳細が一部で知 られるようになったの

は平成 「 9 年 7 月頃であった) 、前記非特許文献 「に記載のパーティシ ョン

トポロジ技術やレプ リケーシ ョン トポロジ技術を利用 して、前記メ タ情報の

同期を都度個別に交換するのではな く、メ タ情報が搭載されたメモ り片ごと

に交換 して行 う という方法は想定 されていなかった。前記メ タ情報の都度個

別交換による同期には、ソフ トウェアの構造が複雑にな り実装、保守に困難

を伴 う こととな り、その構造の簡素化が望まれ、また、肥大化するデータが

課題 とされてきている近年においては、更なる高速化が要望されている。

また、前記非特許文献 「に記載のパーティシ ョン トポロジ技術は、図 2

に示されるように、仮想計算機を含む複数の計算機の主記憶装置上にキヤッ
シュ・トポロジ ・システムを構築 し、各計算機上の主記憶装置上でメモ り ・

キヤッシュという単位で各々のメモ り ・キヤッシュが複数の計算機から共有

され、比較的大きくない計算機を複数台接続 して比較的大規模な仮想計算機

を構成するシステムにおいて比較的大規模な仮想インメモ り ・データベース

・システムを実現する技術 として知 られている。 しかし、これは、分散デー

タベース ・システムの実現方法とは言えず、単なる比較的大規模な仮想単一

データベース ・システムの実現方法であり、障害時にス トレージ ・レベルで

の障害箇所の局所化は出来ても、データベース ・システム ・レベルとしての

障害箇所の局所化とはならず、したがって、前記一貫性、前記参照整合性を



保った状態でのバックアップのためのスナップシ ョットの作成および口一ル

・フオ ワー ドのための更新ジヤ一ナルの収集はデータベース全域に及び、リ

カバ リもデータベース ・システム全体に及ぶため、短時間での復旧は容易で

はない。

０００ また、仮想計算機を含む複数の計算機の主記憶装置上にキヤッシュ・ト

ポロジ ・システムを構築 し、各計算機上の主記憶装置上のメモ り ・キヤッシ

ュをお互いに複製 して同期させることによって、他の計算機上の主記憶装置

上のデータのアクセスを行 う場合でも自身の計算機上の主記憶装置上のデー

タにアクセスすればよいという技術に関しては非特許文献 「の当該ぺ一ジに

記載されているものが レプ リケーシ ョン トポロジ技術 として知 られている。

しかし、この場合、計算機の台数が増えても、共有するメモ り ・キヤッシュ
量が増加するわけではないので、スケールアウ トには寄与 しない。

０００ さらに特許文献 の段落０００ には、全ての更新が成功する場合には

コ ミ ットを行い、 「つでも失敗すれば口一ルバックするような一般的な トラ

ンザクシ ョンシステムの構成が開示されている。 さらに、段落００「 3 には

複数の トランザクシ ョンを関連させる手法として 「入れ子 トランザクシ ョン

」 と 「連鎖 トランザクシ ョン」があることが開示されている。段落００「

および段落００「 には 「入れ子 トランザクシ ョン」 に関する詳細な説明が

開示されている。また、段落００「 6 および段落００「 7 には 「連鎖 トラン

ザクシ ョン」 に関する詳細な説明が開示されている。

先行技術文献

特許文献

０００ 特許文献 : 特許第 「 8 3 号公報

特許文献 : 特開第 2 ００6 2 ０3 号公報

特許文献3 : 特表第 2 ００7 「 6号公報

特許文献 : 特許第 3 7 3 「 「 3 号公報

非特許文献

０００ 非特許文献 : 「分散インメモ リキヤッシュとデータグ リッド」 ， 季刊 ユ



二ックス ・マガジン， (株 ) アスキー ・メディアワークス，2 ００9 年 月号

7 7

非特許文献 : 「スケールアウ トの技術」 ， 季刊 ユニックス ・マガジン

(株 ) アスキー ・メディアワークス，2 ００9 年 月号， ・ 7 8 「

発明が解決 しようとする課題

０００ 複数のデータベース管理装置を複数のデータベース ・ドメインに分け、各々
のデータベース ・ドメイン相互がそのデータベース ・ドメイン内のデータベ

ース管理装置内の各データベース ・オブジェク トのステータス等のメ タ情報

を交換する仕組みを各々のデータベース ・ドメイン毎に持つことにょり、前

記二相コ ミ ット技術おょび前記 レプ リケーシ ョン技術の適用な しに、実用ス

ループットを担保する リアルタイム更新処理が可能な分散型データベース ・
，ンステムを実現する方法が特許文献 「に記載されている。 しかし、前記メ タ

情報の都度個別交換にょる同期には、ソフ トウェアの構造が複雑にな り実装

、保守に困難を伴ぅこととな り、その構造の簡素化が望まれ、また、肥大化

するデータが課題 とされてきている近年においては、更なる高速化が必要と

されている。

０００ 単一表 (以下 リレーシ ョン) が所有する (以下タプル ) が大量となった際

、スケールアウ トするための方法として、タプルの中の一部データを引数 と

するコ ンシステン ト ・ハッシングにょってタプル群を水平分割する技術が非

特許文献 2 に記載されている。そこでは、データベース ・オブジェク トの物

理的な配置先である物理ノー ドの追加、離脱に関する柔軟な対応方法が今後

の課題であるとされている。一方、前記スケールアウ トに対 し、ハッシング

にょってタプル群を水平分割するにあたって、分割されたタプル群に対 して

直接物理ノー ドを対応 させるのではな く、論理ノー ドとしてのデータベース

・オブジェク ト ・セットを対応 させ、データベース ・オブジェク ト ・セット

と物理ノー ド、すなわち論理ノー ドと物理ノー ドをマッピングさせるハッシ

ングとマッピングのハイブリッド方式にょる前記物理ノー ドの追加、離脱に



関する柔軟性の確保に関する技術が、非特許文献 2 に記載のコ ンシステン ト

・ハッシングを利用する技術に先行 して特許文献 2 に記載されている。図 2

は特許文献 2 に記載の論理ノー ドと物理ノー ドをマッピングさせるハッシ

ングとマッピングのハイブリッド方式を実装するデータベース ・オブジェク

ト管理装置特定装置 9 ０7 の詳細構成図である。

特許文献 2 に記載の大量タプルを持つリレーシ ョンの水平分割に関しては、

単一の前記データベース ・ドメイン内での分散データベース ・システムを想、

定 しているため、更なるスケールアウ トのために、複数データベース ・ドメ

インにまたがる前記 リレーシ ョンの水平分割にも対応することが必要とされ

ている。

図 2 「は複数データベース ・ドメインにまたがる前記 リレーシ ョンの水平分

割にも対応するための請求項 に記載のデータベース ・オブジェク ト管理装

置特定装置 9 ０7 とデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置 ００の詳

細構成図である。

００ 単一の前記データベース ・ドメイン内でのマルチ ・トランザクシ ョン処理

の一貫性を一相コ ミ ットで確保する方法が特許文献 3 に記載されている。特

許文献 3 によれば、複数の前記データベース ・ドメイン相互でのマルチ ・ト

ランザクシ ョン処理の一貫性の保持のためには二相コ ミ ットで確保 しなけれ

ばならない旨が記載されており、複数データベース ・ドメインにまたがる一

貫性が保持されたマルチ ・トランザクシ ョン処理の実用的なスループットの

確保は難 しい。また、マルチ ・トランザクシ ョン処理一貫性を確保するため

の方法として、前記マルチ ・トランザクシ ョン処理を構成する各単一 トラン

ザクシ ョン処理のステータスは、該ステータスのステータス情報を該単一 ト

ランザクシ ョン毎に保持することになっており、非常に複雑なものになって

いる。

００ 非特許文献 「に記載のパーティシ ョン トポロジ技術のデータベース管理

，ンステムの大規模化およびインメモ り化による高速化に寄与 し、当該データ

ベース管理システムは、複数の比較的小型な計算機を複数台連接 して大規模



単一インスタンス仮想データベースを構成するため、前記一貫性および前記

整合性に対する前記二相コ ミ ット技術およびレプ リケーシ ョン技術の適用を

必要としない。 しかし、該前記大規模単一インスタンス仮想データベースを

構成する複数台の前記比較的小型な計算機上のデータの集合の各々と該前記

大規模単一インスタンス仮想データベースを構成する リレーシ ョンやタプル

毎のようなデータベース ・オブジェク トの意味のある集合 とは、直接には対

応 しない。 したがって、特定の前記データベース ・オブジェク トを特定のノ

ー ドである前記比較的小型な計算機に配置 し管理することができない。 これ

は、該特定のデータベース ・オブジェク トを頻繁にアクセスする前記ノー ド

である比較的小型な計算機に該特定のデータベース ・オブジェク トを配置 し

、別の特定のデータベース ・オブジェク トを頻繁にアクセスする前記ノー ド

である比較的小型な計算機に該別の特定のデータベース ・オブジェク トを配

置 し、前記ノー ドである比較的小型な計算機と前記特定のデータベース ・オ

ブジェク トとを明示的に関連付けて管理することができないという ことを意

味 している。一方、非特許文献 2 に記載されているように、特定のノー ドで

ある比較的管理 しやすい比較的小型な計算機上に管理 しやすい大きさに分割

された前記データベース ・オブジェク ト群を配置 し、分割された前記データ

ベース ・オブジェク ト相互の緩やかに疎結合 される形の大規模分散データベ

ース ・システムというものが、分割された前記データベース ・オブジェク ト

群の独立性のために必要とされている。 これは、分割された前記データベー

ス ・オブジェク ト群の保守性、秘匿性に大きく寄与する。 しかし、前記分割

された前記データベース ・オブジェク ト間の一貫性および整合性の保持に関

しては前記二相コ ミ ット技術およびレプ リケーシ ョン技術によらなければな

らず、性能面に問題を残 していた。 さらに、非特許文献 2 に記載されている

ように、大量のタプルを所有する 「個のリレーシ ョンにおいて、各々のタプ

ルにユニークな Dを付加 して他のタプルと識別するとき、そのタプルの該

D と物理格納装置を持つ計算機との関係付けを、前記物理格納装置を持つ

計算機のシステムへの参加、離脱 (故障等による強制的なものも含む) に対



しても柔軟にダイナ ミ ックに対応 されていることが必要とされている。

００ 3 したがって、リアルタイム更新を要件とするデータベース ・システムの複数

のデータベース ・ドメインへの分割による分散型データベース ・システムの

スケールアウ トに関して、更なる複雑化に対応 し、更なる高性能化を実現す

ることが本発明の課題である。

課題を解決するための手段

００ 本発明は、大規模データベース ・システムを前記複数データベース ・ド

メインに分散 し、前記複数データベース ・ドメインにまたがるデータベース

・オブジェク トのリアルタイム更新をともなうマルチ ・トランザクシ ョン処

理において、データ ・ディクシ ョナ リ情報、排他制御情報、参照整合「生 青報

等の各種ステータス情報および更新アクセス ・カウンタおよびデータベース

・オブジェク ト ・セット 哉月 記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テーブル等のメ

タ情報の交換および同期を、非特許文献 「に記載のパーティシ ョン トポロジ

技 またはレプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用することによって課題を解

決する。

００ また、本発明では一貫性が保持されなければならない一連のマルチ ・ト

ランザクシ ョンを識別するための D として更新アクセスの起点、となるプロ

セスを識別するプロセス識別子によって識別されることを特徴 とする更新ア

クセス ・カウンタを使用 している。すなわち、本発明は、特許文献 3 に記載

のコーディネータによる各 トランザクシ ョンのステータスの一元共有による

一段階コ ミ ット ・プロ トコルによるマルチ ・トランザクシ ョン処理に代え、

マルチ ・トランザクシ ョン処理の起点、となるプロセスのプロセス Dによっ

て識別されるカウンタのアップダウンによ り、カウンタが初期値に戻ったと

きをひとつの一貫性が保持されなければならない一連のマルチ ・トランザク

，ンョン処理の完了とみなすことにするという更新アクセス ・カウンタ技術を

適用することによって課題を解決する。

発明の効果

００ 特許文献 「に記載の分散型データベース ・システムにおける当該メ タ 青



報の共有の実装 ・保守を更に容易にし、また、当該メ タ情報を持つ複数のメ

モ り ・キヤッシュの高速な同期が可能なため、個別にメ タ情報の同期を取る

必要があった特許文献 「に記載の分散データベース ・システムを、性能面に

おいても勝ることになる。

また、複数のデータベースにまたがるマルチ ・トランザクシ ョン処理を

、オーバーヘッドの大きな二相コ ミ ット ・プロ トコルによらない方法で、シ

ンプルに高速に実施することが可能とし、さらに、複数のデータベースが疎

結合することによって有機的に結びついて大規模なデータベース ・システム

を構成するようなシステムにおいても、前記 トランザクシ ョン起動プロセス

単位のアクセス ・カウンタの共有のみで、簡単に分散マルチ ・トランザクシ

ョン処理が可能となる。

００ 特許文献 2 に記載のハッシング ・マッピング ・ハイブリッド方式による

大量タプルを有する リレーシ ョンの水平分散を効率的に、前記データベース

・ドメインにまたがって実施できることになる。

００ 8 特許文献 3 に記載のコーディネータによる各 トランザクシ ョンのステー

タスの一元共有による前記 ドメイン内における一段階コ ミ ットプロ トコルに

よるマルチ ・トランザクシ ョン処理に代え、複数のデータベース ・ドメイン

にまたがるマルチ ・トランザクシ ョン処理を、その起点 となるプロセスのプ

ロセス Dによって認識されるカウンタのアップダウンによ り、カウンタが

初期値に戻ったときをひとつのマルチ ・トランザクシ ョン処理の完了とみな

すことによ り、複数のデータベース ・ドメインにまたがるマルチ ・トランザ

クシ ョン処理をシンプルに高速に実施できることになる。

００ 図 図 「は特許文献 「に記載の分散型データベース ・システムの構成を示 し

た構成図である。

図 図 2 は非特許文献 「に記載の技術によ り構成することができる仮想単一

主記憶装置ス トレージ上の仮想単一データベース ・システムの構成を示 した

構成図である。



図3 図 3 はパーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 「に記載の分散型

データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 「)

図 図 はレプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 「に記載の分散

型データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 2 )

図 図 はパーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 3 に記載の分散型

データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 3 )

図6 図 6 はレプ リケーション トポロジ技術を適用した請求項 3 に記載の分散

型データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 )

図 図 7 はパーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 に記載の分散型

データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 )

図 図 8 はレプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 に記載の分散

型データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 6 )

図 図 9 はパーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 に記載の分散型

データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 7 )

図 ０図 「０はレプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 に記載の

分散型データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 8 )

図 図 「 「はパーテ イシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 6 に記載の分

散型データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 9 )

図 図 1 2 はレプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 6 に記載の

分散型データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 「０

図 3 図 1 3 はパーテ イシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 7 に記載の分

散型データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 「 「)

図 図 1 はレプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 7 に記載の

分散型データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 1 2

図 図 はパーティシ ョン トポロジ技術を適用した請求項 8 に記載の分

散型データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 「 )



図 図 1 6 はレプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 8 に記載の

分散型データベース ・システムの構成を示 した構成図である。 (実施例 1

図 図 1 7 は請求項 2 に記載の共有カウンタ方式によるマルチ ・トランザ

クシ ョン処理において全ての更新処理が成功 した場合を例示 したシーケンス

図である。

図 8 図 1 8 は請求項 2 に記載の共有カウンタ方式によるマルチ ・トランザ

クシ ョン処理において途中で更新処理が失敗 した場合を例示 したシーケンス

図である。

図 図 1 9 は請求項 2 に記載の分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置と

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の詳細構成図である。

図 ０図 2 ０は特許文献 2 に記載のデータベース ・オブジェク ト管理装置特

定装置の詳細構成図である。

図 図 2 1 は請求項 5 に記載のデータベース ・オブジェク ト管理装置特定

装置とデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の詳細構成図である。

図 図 2 は請求項 2 に記載の共有カウンタ方式による分散マルチ ・トラ

ンザクシ ョン処理装置の一例である。

発明を実施するための形態

以下、本発明の実施の形態について、図を用いて説明する。なお、本発

明は、これら実施の形態に何 ら限定 されるものではな く、その要旨を逸脱 し

ない範囲において、種々なる態様で実施 し得る。

特に本発明に関わるデータベース管理システムについて、リレーシ ョナル ・

データベース、オブジェク ト ・データベース とその型に依存するものではな

いが、説明を容易にするために、以下の実施例ではリレーシ ョナル ・データ

ベース管理システムによって例示する。 ここで、リレーシ ョナル ・データベ

ースの定義は、 「タプルとア トリビュー トの外積をリレーシ ョンとする」 に

拠る。

実施例



図 3 を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 「に記載の

分散型データベース ・システムについて説明する。

ネットワーク 6 ０ ｱに配置された複数のデータベース ・ドメイン 「０
「 「０， 「 2 ０の各々の前記データベース ・ドメイン内にあって、

データベースを管理する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト管

理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０と、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベースを格納

するための、各々の前記データベース ・オブジェク ト管理装置毎に対応する

「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０、 2

2 ０と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 2 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは当該データベース ・オブジェク ト

を管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報

であるデータベー ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オブ

ジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するための

データベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジェ

ク ト識別子で識別されるものとして、

自身のデータベース ・ドメイン内のデータベース ・オブジェク ト管理装置

が保持する管理下のデータベースの構造を定義するデータ ・ディクシ ョナ リ

情報と、

自身のデータベース ・ドメイン内のデータベース ・オブジェク ト管理装置

内のデータベース ・オブジェク トが他の前記データベース ・ドメイン内のデ



一タベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベース ・オブジェク ト

に対 して外部参照状態にある時の参照被参照状態にある双方のデータベース

・オブジェク トに関するステータス情報と、

自身の前記データベース ・ドメイン内の前記データベース ・オブジェク ト

管理装置が管理する前記データベース ・オブジェク トを他のデータベース ・

ドメインを管理する前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を直接

または間接的にアクセスする端末計算機またはサ一バ計算機からの読み出し

状態にあり共有 ロック状態にある当該データベース ・オブジェク トのステー

タス情報と、

自身の前記データベース ・ドメイン内の前記データベース ・オブジェク ト

管理装置が管理する前記データベース ・オブジェク トを他のデータベース ・

ドメインを管理する前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を直接

または間接的にアクセスする端末計算機またはサ一バ計算機からの書き込み

状態にあり排他 ロック状態にある当該データベース ・オブジェク トのステー

タス情報と、

を分散型データベース ・システムのデータベース ・メ タ情報として格納 し、

自身のデータベース ・ドメイン内で処理が進行 し、前記データベース ・オ

ブジェク トに関するステータス情報に変化が及ぼす事象が発生 した場合には

速やかに当該データベース ・オブジェク トに関するステータス情報を更新管

理する、

データベース ・メ タ情報格納管理部 ００、 「０、 ０と、

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、自身のノ

ー ドおよび他のノー ド上の前記メモ り ・キヤッシュをメモ り ・イメージとし

て互いにノー ド間で共有することによって実現される、単一の仮想主記憶装

置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記デ一



タベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン内の

前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース ・メ

タ情報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加中の

データベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ ト

リ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

実施例 2

図 を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した請求項 「に記

載の分散型データベース ・システムについて説明する。

ネットワーク 6 ００ｱに配置された複数のデータベース ・ドメイン 「００
、 「 「０， 「 2 ０の各々の前記データベース ・ドメイン内にあって、

データベースを管理する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト管

理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０と、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベースを格納

するための、各々の前記データベース ・オブジェク ト管理装置毎に対応する

「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０、 2

2 ０と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 2 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは当該データベース ・オブジェク ト

を管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報

であるデータベー ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オブ

ジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するための



データベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジェ

ク ト識別子で識別されるものとして、

自身のデータベース ， ドメイン内のデータベース ・オブジェク ト管理装置

が保持する管理下のデータベースの構造を定義するデータ ・ディクシ ョナ リ

情報と、

自身のデータベース ， ドメイン内のデータベース ・オブジェク ト管理装置

内のデータベース ・オブジェウ トが他の前記データベース ・ドメイン内のデ

ータベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベース ・オブジェク ト

に対 して外部参照状態にある時の参照被参照状態にある双方のデータベース

・オブジェク トに関するステータス情報と、

自身の前記データベース ・ドメイン内の前記データベース ・オブジェク ト

管理装置が管理する前記データベース ・オブジェク トを他のデータベース ・

ドメインを管理する前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を直接

または間接的にアクセスする端末計算機またはサ一バ計算機からの読み出し

状態にあり共有 ロック状態にある当該データベース ・オブジェク トのステー

タス情報と、

自身の前記データベース ・ドメイン内の前記データベース ・オブジェク ト

管理装置が管理する前記データベース ・オブジェク トを他のデータベース ・

ドメインを管理する前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を直接

または間接的にアクセスする端末計算機またはサ一バ計算機からの書き込み

状態にあり排他 ロック状態にある当該データベース ・オブジェク トのステー

タス情報と、

を分散型データベース ，システムのデータベース ・メ タ情報として格納 し、

自身のデータベース ， ドメイン内で処理が進行 し、前記データベース ・オ

ブジェク トに関するステータス情報に変化が及ぼす事象が発生 した場合には

速やかに当該データベース ・オブジェク トに関するステータス情報を更新管

理する、

データベース ・メ タ情報格納管理部 ００、 「０、 ０と、



を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、前記メモ

り ・キヤッシュを互いにノー ド間で複製 し、保持 し、データベース ・メ タ 青

報の変化に伴い、該変化にかかわる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ り

・キヤッシュ上のメモ り ・イメージを他のノー ド上の対応するメモ り ・キヤ

ッシュ上に複製することによって同期が行われ実現される、単一の仮想主記

憶装置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記

データベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン

内の前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース

・メ タ情報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加

中のデータベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポ

ジ トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

実施例 3

図 および図 「 9 を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 3 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

ネットワーク 6 ００ｱに配置された複数のデータベース ・ドメイン 「００
、 「 「０、 「 2 ０の各々の前記データベース ・ドメイン内にあって、

データベースを管理する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト管

理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０と、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベースを格納

するための、各々の前記データベース ・オブジェク ト管理装置毎に対応する

「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０、 2

2 ０と、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理において トランザクシ ョン処理一貫性を

保持 しながら実行するための分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置 9 ００



9 1 9 ０と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは当該データベース ・オブジェク ト

を管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報

であるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オ

ブジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するため

のデータベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジ

ェク ト識別子で識別されるものとして、

直接的または間接的に、挿入または変更または削除の 「または 2 以上の更新

アクセスを端末計算機またはサ一バ計算機から要求される、自身または他の

前記データベース ・ドメイン内のデータベース ・オブジェク ト管理装置が管

理するデータベース ・オブジェク トに対する トランザクシ ョン処理において

複数のデータベース ， ドメインから要求される 「または 2 以上の前記更新

アクセスの起点 となるプロセスを識別するプロセス識別子によって識別され

る更新アクセス ・カウンタ 9 ０3 が存在するものとし、

前記更新アクセス ・カウンタはあらかじめ特定の初期値を持つものとし、

該起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセスによって

直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベース ・ドメイン

内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッドが存在すれ

ばそのプロセスないしス レッドによって要求される更新アウセスが発生する

都度、該前記更新アクセスを要求する起点 となったプロセスを識別するプロ



セス識別子によって識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン ト

を一定数ずつカウン トアップ し、

実際の更新アクセスが成功 したという情報を順に受け取る毎に該前記更新

アクセスを要求する起点、となったプロセスを識別するプロセス識別子によっ

て識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン トを該前記一定数 と

同 じ値ずつカウン トダウンし、該前記カウンタの値が該前記初期値と一致 し

た時に、該前記起点、となったプロセス自身および該前記起点、となったプロセ

スによって直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベース

・ドメイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッド

によって実行されたすべての更新アクセスのコ ミ ット処理を実行 し、また、

実際の更新アクセスが失敗 したという情報を一個でも受け取った場合、余

の更新アクセスを中止 し、その結果を待たずに、すみやかに該前記起点、とな

ったプロセス 自身および該前記起点、となったプロセスないしス レッドが存在

するならばそのプロセスないしス レッドによって直接または間接的に引き起

こされた自身または他のデータベース ・ドメイン内の端末計算機またはサ一

バ計算機上のプロセスないしス レッドによって実行されたすべての更新アク

セスの口一ルバック処理を実行する、

ことを特徴 とする分散マルチ ・トランザクシ ョン処理実行部 9 ０6 と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、

複数のデータベース ・ドメインから要求される 「または 2 以上の前記更新ア

クセスの起点、となるプロセスを識別するプロセス識別子によって識別される

更新アクセス ・カウンタ

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で



ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、自身のノ

ー ドおよび他のノー ド上の前記メモ り ・キヤッシュをメモ り ・イメージとし

て互いにノー ド間で共有することによって実現される、単一の仮想主記憶装

置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記デー

タベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン内の

前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置中にあるデータベース ・メ

タ情報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加中の

データベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ ト

リ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

図 「 7 は共有カウンタ方式によるマルチ ・トランザクシ ョン処理において全

ての更新処理が成功 した場合を例示 したシーケンス図である。

図 「 8 は共有カウンタ方式によるマルチ ・トランザクシ ョン処理において途

中で更新処理が失敗 した場合を例示 したシーケンス図である。

実施例 4

図 6 および図 「 9 を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 3 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

ネットワーク 6 ００ｱに配置された複数のデータベース ・ドメイン 「００
、 「 「０、 「 2 ０の各々の前記データベース ・ドメイン内にあって、

データベースを管理する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト管

理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０と、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベースを格納

するための、各々の前記データベース ・オブジェク ト管理装置毎に対応する

「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０、 2

2 ０と、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理において トランザクシ ョン処理一貫性を

保持 しながら実行するための分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置 9 ００
9 1 9 2 ０と、



前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは当該データベース ・オブジェク ト

を管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報

であるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オ

ブジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するため

のデータベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジ

ェク ト識別子で識別されるものとして、

直接的または間接的に、挿入または変更または削除の 「または 2 以上の更新

アクセスを端末計算機またはサ一バ計算機から要求される、自身または他の

前記データベース ・ドメイン内のデータベース ・オブジェク ト管理装置が管

理するデータベース ・オブジェク トに対する トランザクシ ョン処理において

複数のデータベース ， ドメインから要求される 「または 2 以上の前記更新

アクセスの起点 となるプロセスを識別するプロセス識別子によって識別され

る更新アクセス ・カウンタ 9 ０3 が存在するものとし、

前記更新アクセス ・カウンタはあらかじめ特定の初期値を持つものとし、

該起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセスによって

直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベース ・ドメイン

内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッドが存在すれ

ばそのプロセスないしス レッドによって要求される更新アクセスが発生する

都度、該前記更新アウセスを要求する起点 となったプロセスを識別するプロ

セス識別子によって識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン ト



を一定数ずつカウン トアップ し、

実際の更新アクセスが成功 したという情報を順に受け取る毎に該前記更新

アクセスを要求する起点、となったプロセスを識別するプロセス識別子によっ

て識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン トを該前記一定数 と

同 じ値ずつカウン トダウンし、該前記カウンタの値が該前記初期値と一致 し

た時に、該前記起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセ

スによって直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベース

・ドメイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッド

によって実行されたすべての更新アクセスのコ ミ ット処理を実行 し、また、

実際の更新アクセスが失敗 したという情報を一個でも受け取った場合、余

の更新アクセスを中止 し、その結果を待たずに、すみやかに該前記起点、とな

ったプロセス 自身および該前記起点、となったプロセスないしス レッドが存在

するならばそのプロセスないしス レッドによって直接または間接的に引き起

こされた自身または他のデータベース ・ドメイン内の端末計算機またはサ一

バ計算機上のプロセスないしス レッドによって実行されたすべての更新アク

セスの口一ルバック処理を実行する、

ことを特徴 とする分散マルチ ・トランザクシ ョン処理実行部 9 ０6 と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、

複数のデータベース ・ドメインから要求される 「または 2 以上の前記更新ア

クセスの起点、となるプロセスを識別するプロセス識別子によって識別される

更新アクセス ・カウンタ

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、前記メモ



り ・キヤッシュを互いにノー ド間で複製 し、保持 し、データベース ・メ タ 青

報の変化に伴い、該変化にかかわる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ り

・キヤッシュ上のメモ り ・イメージを他のノー ド上の対応するメモ り ・キヤ

ッシュ上に複製することによって同期が行われ実現される、単一の仮想主記

憶装置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記

データベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン

内の前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース

・メ タ情報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加

中のデータベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポ

ジ トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

図 「 7 は共有カウンタ方式によるマルチ ・トランザクシ ョン処理において全

ての更新処理が成功 した場合を例示 したシーケンス図である。

図 「 8 は共有カウンタ方式によるマルチ ・トランザクシ ョン処理において途

中で更新処理が失敗 した場合を例示 したシーケンス図である。

実施例

図 7 および図 「 9 を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

実施例 「に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおいて、

さらに、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理において トランザクシ ョン処理一貫性を

保持 しながら実行するための分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置 9 ００
9 1 9 2 ０と、

を構成要素とするメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が 「００、 「 「０、 「 2 ０のように複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは当該データベース ・オブジェク ト



を管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置 3 ００、 3 「０、 3

を識別するための情報であるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子

と当該データベース ・オブジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・

ドメインを識別するためのデータベース ・ドメイン識別子とに関連付けられ

たデータベース ・オブジェク ト識別子で識別されるものとして、

直接的または間接的に、挿入または変更または削除の 「または 2 以上の更新

アクセスを端末計算機またはサ一バ計算機から要求される、自身または他の

前記データベース ・ドメイン内のデータベース ・オブジェク ト管理装置が管

理するデータベース ・オブジェク トに対する トランザクシ ョン処理において

複数のデータベース ・ドメインから要求される 「または 2 以上の前記更新

アクセスの起点、となるプロセスを識別するプロセス識別子によって識別され

る更新アクセス ・カウンタ 9 ０3 が存在するものとし、

前記更新アクセス ・カウンタはあらかじめ特定の初期値を持つものとし、

該起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセスによって

直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベース ・ドメイン

内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッドが存在すれ

ばそのプロセスないしス レッドによって要求される更新アクセスが発生する

都度、該前記更新アクセスを要求する起点、となったプロセスを識別するプロ

セス識別子によって識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン ト

を一定数ずつカウン トアップ し、

実際の更新アクセスが成功 したという情報を順に受け取る毎に該前記更新

アクセスを要求する起点、となったプロセスを識別するプロセス識別子によっ

て識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン トを該前記一定数 と

同 じ値ずつカウン トダウンし、該前記カウンタの値が該前記初期値と一致 し

た時に、該前記起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセ

スによって直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベース

・ドメイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッド



によって実行されたすべての更新アクセスのコ ミ ット処理を実行 し、また、

実際の更新アクセスが失敗 したという情報を一個でも受け取った場合、余

の更新アクセスを中止 し、その結果を待たずに、すみやかに該前記起点、とな

ったプロセス 自身および該前記起点、となったプロセスないしス レッドが存在

するならばそのプロセスないしス レッドによって直接または間接的に引き起

こされた自身または他のデータベース ・ドメイン内の端末計算機またはサ一

バ計算機上のプロセスないしス レッドによって実行されたすべての更新アク

セスの口一ルバック処理を実行する、

ことを特徴 とする分散マルチ ・トランザクシ ョン処理実行部 9 ０6 と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置 ００、 「０、 ０は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、

複数のデータベース ・ドメインから要求される 「または 2 以上の前記更新ア

クセスの起点、となるプロセスを識別するプロセス識別子によって識別される

更新アクセス ・カウンタ

を有すること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

図 「 7 は共有カウンタ方式によるマルチ ・トランザクシ ョン処理において全

ての更新処理が成功 した場合を例示 したシーケンス図である。

図 「 8 は共有カウンタ方式によるマルチ ・トランザクシ ョン処理において途

中で更新処理が失敗 した場合を例示 したシーケンス図である。

実施例 6

図 8 および図 「 9 を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した

請求項 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

実施例 2 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおいて、

さらに、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理において トランザクシ ョン処理一貫性を



保持 しながら実行するための分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置 9 ００
9 1 9 ０と、

を構成要素とするメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が 「００、 「 「０、 「 2 ０のように複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェウ トは当該データベース ・オブジェウ ト

を管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置 3 ００、 3 「０、 3

を識別するための情報であるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子

と当該データベース ・オブジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・

ドメインを識別するためのデータベース ・ドメイン識別子とに関連付けられ

たデータベース ・オブジェク ト識別子で識別されるものとして、

直接的または間接的に、挿入または変更または削除の 「または 2 以上の更新

アクセスを端末計算機またはサ一バ計算機から要求される、自身または他の

前記データベース ・ドメイン内のデータベース ・オブジェク ト管理装置が管

理するデータベース ・オブジェク トに対する トランザクシ ョン処理において

複数のデータベース ， ドメインから要求される 「または 2 以上の前記更新

アクセスの起点 となるプロセスを識別するプロセス識別子によって識別され

る更新アクセス ・カウンタ 9 ０3 が存在するものとし、

前記更新アクセス ・カウンタはあらかじめ特定の初期値を持つものとし、

該起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセスによって

直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベース ・ドメイン

内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッドが存在すれ

ばそのプロセスないしス レッドによって要求される更新アクセスが発生する

都度、該前記更新アクセスを要求する起点 となったプロセスを識別するプロ

セス識別子によって識別される該前記更新アウセス ・カウンタ内のカウン ト

を一定数ずつカウン トアップ し、



実際の更新アクセスが成功 したという情報を順に受け取る毎に該前記更新

アクセスを要求する起点、となったプロセスを識別するプロセス識別子によっ

て識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン トを該前記一定数 と

同 じ値ずつカウン トダウンし、該前記カウンタの値が該前記初期値と一致 し

た時に、該前記起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセ

スによって直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベース

・ドメイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッド

によって実行されたすべての更新アクセスのコ ミ ット処理を実行 し、また、

実際の更新アクセスが失敗 したという情報を一個でも受け取った場合、余

の更新アクセスを中止 し、その結果を待たずに、すみやかに該前記起点、とな

ったプロセス 自身および該前記起点、となったプロセスないしス レッドが存在

するならばそのプロセスないしス レッドによって直接または間接的に引き起

こされた自身または他のデータベース ・ドメイン内の端末計算機またはサ一

バ計算機上のプロセスないしス レッドによって実行されたすべての更新アク

セスの口一ルバック処理を実行する、

ことを特徴 とする分散マルチ ・トランザクシ ョン処理実行部 9 ０6 と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置 ００、 「０、 ０は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、

複数のデータベース ・ドメインから要求される 「または 2 以上の前記更新ア

クセスの起点、となるプロセスを識別するプロセス識別子によって識別される

更新アクセス ・カウンタ

を有すること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

図 「 7 は共有カウンタ方式によるマルチ ・トランザクシ ョン処理において全

ての更新処理が成功した場合を例示したシーケンス図である。

図 「 8 は共有カウンタ方式によるマルチ ・トランザクシ ョン処理において途



中で更新処理が失敗 した場合を例示 したシーケンス図である。

実施例

図 9 および図 2 「を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請求

項 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

ネットワーク 6 ０ ｱに配置された複数のデータベース ・ドメイン 「００
「 「０、 「 2 ０の各々の前記データベース ・ドメイン内にあって、

データベースを管理する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト管

理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０と、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベースを格納

するための、各々の前記データベース ・オブジェク ト管理装置毎に対応する

「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０、 2

2 ０と、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置中に収容 しきれないタプ

ル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数のデータベース ・ドメ

イン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト管理装置が

管理する 「または 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格納装置中に収

容 しよう とする際、対象データ ・オブジェク トとデータ ・オブジェク ト管理

装置を対応付けるためのデータベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０
7 と、

複数のデータベース ・ドメインにまたがるデータベース ・オブジェク トの

検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジェク ト検索加

エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 2 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データベース



・オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース ・オブジェク

トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト ・セットを特定する

ためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に変換するデータベー

ス ・オブジェク ト ・セ ツ ト識別記号変換 9 ０「、 9 「 「、 9 「と、

該前記データベース ，オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該前記デ

ータベース ・オブジェク ト ・セットの物理的な格納先となる前記データベー

ス ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェウ ト管理装置を特定するデ

ータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該前記データベー

ス ・オブジェク ト ・セ ツ ト識別記号とを対応付けするデータベース ・オブジ

ェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9 と

を有 し、

データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて、検索

対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら、 「

または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理する 「ま

たは 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格納装置上の 「または 2 以上

のデータベース ・オブジェク ト ・セットを横断的に検索するデータベース ・

オブジェク ト検索部と、

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出されたデータ

を、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タを用いて、

加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら

、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジ

ェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合すなわちジ ョインまたは射影すな

わちプロジェクシ ョンまたは並べ替えすなわちソ一 トまたは行結合すなわち

ユニオン等のデータベース ・オブジェク ト加工を横断的に行 うデータベース

・オブジェウ ト加工部と、

を有 し、



データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェク トを

管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報で

あるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オブ

ジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するための

データベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジェ

ク ト識別子で識別されるものとして、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベース ・

オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部において保持され適

時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該

前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対応付けするデータ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テーブル

9 ０
を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、自身のノ

ー ドおよび他のノー ド上の前記メモ り ・キヤッシュをメモ り ・イメージとし

て互いにノー ド間で共有することによって実現される、単一の仮想主記憶装

置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記デー

タベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン内の

前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース ・メ

タ 青報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加中の

データベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ ト

リ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。



実施例 8

図 「０および図 2 「を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した

請求項 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

ネットワーク 6 ０ ｱに配置された複数のデータベース ・ドメイン 「００
「 「０、 「 2 ０の各々の前記データベース ・ドメイン内にあって、

データベースを管理する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト管

理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０と、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベースを格納

するための、各々の前記データベース ・オブジェク ト管理装置毎に対応する

「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０、 2

2 ０と、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置中に収容 しきれないタプ

ル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数のデータベース ・ドメ

イン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト管理装置が

管理する 「または 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格納装置中に収

容 しよう とする際、対象データ ・オブジェク トとデータ ・オブジェク ト管理

装置を対応付けるためのデータベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０
7 と、

複数のデータベース ， ドメインにまたがるデータベース ・オブジェク トの

検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジェク ト検索加

エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 2 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データベース

・オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース ・オブジェク



トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト ・セットを特定する

ためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に変換するデータベー

ス ・オブジェク ト ・セ ツ ト識別記号変換 9 ０「、 9 「 「、 9 「と、

該前記データベース ，オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該前記デ

ータベース ・オブジェク ト ・セットの物理的な格納先となる前記データベー

ス ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管理装置を特定するデ

ータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーション情報と該前記データベー

ス ・オブジェク ト ・セ ツ ト識別記号とを対応付けするデータベース ・オブジ

ェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9 と

を有 し、

データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて、検索

対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら、 「

または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理する 「ま

たは 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格納装置上の 「または 2 以上

のデータベース ・オブジェク ト ・セットを横断的に検索するデータベース ・

オブジェク ト検索部と、

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出されたデータ

を、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タを用いて、

加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら

、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジ

ェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合すなわちジ ョインまたは射影すな

わちプロジェクシ ョンまたは並べ替えすなわちソ一 トまたは行結合すなわち

ユニオン等のデータベース ・オブジェク ト加工を横断的に行 うデータベース

・オブジェク ト加工部と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、



ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェク トを

管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報で

あるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オブ

ジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するための

データベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジェ

ク ト識別子で識別されるものとして、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベース ・

オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部において保持され適

時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該

前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対応付けするデータ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テーブル

9 ０
を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、前記メモ

り ・キヤッシュを互いにノー ド間で複製 し、保持 し、データベース ・メ タ情

報の変化に伴い、該変化にかかわる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ り

・キヤッシュ上のメモ り ・イメージを他のノー ド上の対応するメモ り ・キヤ

ッシュ上に複製することによって同期が行われ実現される、単一の仮想主記

憶装置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記

データベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン

内の前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース

・メ タ情報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加

中のデータベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポ

ジ トリ装置によって共有 されること



を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

実施例

図 「 「および図 2 「を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 6 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

実施例 「に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおいて、さ

らに、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０， 2 ０内

に収容 しきれないタブル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数

のデータベース ・ドメイン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オ

ブジェク ト管理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０が管理する 「または 2 以上の前

記データベース ・オブジェク ト格納装置内に収容 しよう とする際、対象デー

タ ・オブジェク トとデータ ・オブジェク ト管理装置を対応付けるためのデー

タベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 と、

複数のデータベース ， ドメインにまたがるデータベース ・オブジェク トの

検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジェク ト検索加

エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データベース

・オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース ・オブジェク

トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト ・セットを特定する

ためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に変換するデータベー

ス ・オブジェク ト ・セ ツ ト識別記号変換 9 ０「、 9 「 「、 9 「と、

該前記データベース ，オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該前記デ

ータベース ・オブジェク ト ・セットの物理的な格納先となる前記データベー



ス ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管理装置を特定するデ

ータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該前記データベー

ス ・オブジェク ト ・セ ツ ト識別記号とを対応付けするデータベース ・オブジ

ェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9 と

を有 し、

データベース ・オブジェウ ト検索加工装置は、

該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて、検索

対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら、 「

または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理する 「ま

たは 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格納装置上の 「または 2 以上

のデータベース ・オブジェク ト ・セットを横断的に検索するデータベース ・

オブジェク ト検索部と、

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出されたデータ

を、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タを用いて、

加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら

、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジ

ェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合すなわちジ ョインまたは射影すな

わちプロジェクシ ョンまたは並べ替えすなわちソ一 トまたは行結合すなわち

ユニオン等のデータベース ・オブジェク ト加工を横断的に行 うデータベース

・オブジェク ト加工部と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェク トを

管理する前記データベース ・オブジェウ ト管理装置を識別するための情報で

あるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オブ



ジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するための

データベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジェ

ク ト識別子で識別されるものとして、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベース ・

オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部において保持され適

時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該

前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対応付けするデータ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テーブル

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、前記メモ

り ・キヤッシュを互いにノー ド間で複製 し、保持 し、データベース ・メ タ 青

報の変化に伴い、該変化にかかわる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ り

・キヤッシュ上のメモ り ・イメージを他のノー ド上の対応するメモ り ・キヤ

ッシュ上に複製することによって同期が行われ実現される、単一の仮想主記

憶装置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記

データベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン

内の前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース

・メ タ情報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加

中のデータベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポ

ジ トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

実施例 ０

図 「 2 および図 2 「を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した

請求項 6 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

実施例 2 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおいて、さ

らに、、



単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０， 内

に収容 しきれないタ プル数を持つリレーションにおいて、水平分割 して複数

のデータベース ・ドメイン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オ

ブジェク ト管理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０が管理する 「または 2 以上の前

記データベース ・オブジェク ト格納装置中に収容 しよう とする際、対象デー

タ ・オブジェク トとデータ ・オブジェク ト管理装置を対応付けるためのデー

タベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 と、

複数のデータベース ・ドメインにまたがるデータベース ・オブジェク トの

検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジェク ト検索加

工装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データベース

，オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース ・オブジェク

トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト ・セットを特定する

ためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に変換するデータベー

ス ・オブジェク ト ・セット識別記号変換 ０「、 9 「 「、 9 「と、

該前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該前記デ

ータベース ・オブジェウ ト ・セットの物理的な格納先となる前記データベー

ス ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管理装置を特定するデ

ータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該前記データベー

ス ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対応付けするデータベース ・オブジ

ェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9 と

を有 し、



データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて、検索

対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら、 「

または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理する 「ま

たは 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格納装置上の 「または 2 以上

のデータベース ・オブジェク ト ・セットを横断的に検索するデータベース ・

オブジェウ ト検索部と、

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出されたデータ

を、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タを用いて、

加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら

、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジ

ェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合すなわちジ ョインまたは射影すな

わちプロジェクシ ョンまたは並べ替えすなわちソ一 トまたは行結合すなわち

ユニオン等のデータベース ・オブジェク ト加工を横断的に行 うデータベース

・オブジェク ト加工部と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェク トを

管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報で

あるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オブ

ジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するための

データベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジェ

ク ト識別子で識別されるものとして、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベース ・

オブジェウ ト ・セット識別記号ロケーシ ョン情報変換部において保持され適

時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該



前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対応付けするデータ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テーブル

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、自身のノ

ー ドおよび他のノー ド上の前記メモ り ・キヤッシュをメモ り ・イメージとし

て互いにノー ド間で共有することによって実現される、または、前記メモ り

・キヤッシュを互いにノー ド間で複製 し、保持 し、データベース ・メ タ情報

の変化に伴い、該変化にかかわる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ り ・

キヤッシュ上のメモ り ・イメージを他のノー ド上の対応するメモ り ・キヤッ
，ンュ上に複製することによって同期が行われ実現される、単一の仮想主記憶

装置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記デ

ータベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン内

の前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース ・

メ タ情報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加中

のデータベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ

トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

実施例

図 「 3 および図 2 「を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 7 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

実施例 3 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおいて、さ

らに、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０， 2 ０内

に収容 しきれないタブル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数

のデータベース ・ドメイン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オ

ブジェク ト管理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０が管理する 「または 2 以上の前



記データベース ・オブジェク ト格納装置内に収容 しよう とする際、対象デー

タ ・オブジェク トとデータ ・オブジェク ト管理装置を対応付けるためのデー

タベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 と、

複数のデータベース ， ドメインにまたがるデータベース ・オブジェク トの

検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジェク ト検索加

エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データベース

・オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース ・オブジェク

トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト ・セットを特定する

ためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に変換するデータベー

ス ・オブジェク ト ・セ ツ ト識別記号変換 9 ０「、 9 「 「、 9 「と、

該前記データベース ，オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該前記デ

ータベース ・オブジェク ト ・セットの物理的な格納先となる前記データベー

ス ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管理装置を特定するデ

ータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該前記データベー

ス ・オブジェク ト ・セ ツ ト識別記号とを対応付けするデータベース ・オブジ

ェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9 と

を有 し、

データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて、検索

対象となる該前記データベース ・オブジェウ ト・セットを特定 しなが ら、「

または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理する 「ま



たは 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格納装置上の 「または 2 以上

のデータベース ・オブジェク ト ・セットを横断的に検索するデータベース ・

オブジェク ト検索部と、

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出されたデータ

を、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タを用いて、

加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら

、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジ

ェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合すなわちジ ョインまたは射影すな

わちプロジェクシ ョンまたは並べ替えすなわちソ一 トまたは行結合すなわち

ユニオン等のデータベース ・オブジェク ト加工を横断的に行 うデータベース

・オブジェク ト加工部と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェク トを

管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報で

あるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オブ

ジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するための

データベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジェ

ク ト識別子で識別されるものとして、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベース ・

オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部において保持され適

時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該

前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対応付けするデータ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テーブル

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ



一タベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、自身のノ

ー ドおよび他のノー ド上の前記メモ り ・キヤッシュをメモ り ・イメージとし

て互いにノー ド間で共有することによって実現される、単一の仮想主記憶装

置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記デー

タベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン内の

前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース ・メ

タ情報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加中の

データベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ ト

リ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

実施例 2

図 「 および図 2 「を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した

請求項 7 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

実施例 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおいて、さ

らに、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０， 2 ０内

に収容 しきれないタブル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数

のデータベース ・ドメイン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オ

ブジェク ト管理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０が管理する 「または 2 以上の前

記データベース ・オブジェク ト格納装置内に収容 しよう とする際、対象デー

タ ・オブジェク トとデータ ・オブジェク ト管理装置を対応付けるためのデー

タベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 と、

複数のデータベース ・ドメインにまたがるデータベース ・オブジェク トの

検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジェク ト検索加

エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理



リポジ トリ装置 ００、 「０、 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データベース

，オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース ・オブジェク

トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト ・セットを特定する

ためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に変換するデータベー

ス ・オブジェク ト ・セット識別記号変換部 9 ０「、 9 「 「、 9 「と、

該前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該前記デ

ータベース ・オブジェク ト ・セットの物理的な格納先となる前記データベー

ス ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管理装置を特定するデ

ータベース ・オブジェウ ト ・セット ・ロケーション情報と該前記データベー

ス ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対応付けするデータベース ・オブジ

ェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9 と

を有 し、

データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて、検索

対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら、 「

または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理する 「ま

たは 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格納装置上の 「または 2 以上

のデータベース ・オブジェウ ト ・セットを横断的に検索するデータベース ・

オブジェク ト検索部と、

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出されたデータ

を、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タを用いて、

加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら

、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジ

ェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合すなわちジ ョインまたは射影すな



わちプロジェクシ ョンまたは並べ替えすなわちソ一 トまたは行結合すなわち

ユニオン等のデータベース ・オブジェク ト加エを横断的に行 うデータベース

・オブジェク ト加エ部と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン

が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェク トを

管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報で

あるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オブ

ジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するための

データベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジェ

ク ト識別子で識別されるものとして、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベース ・

オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部において保持され適

時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該

前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対応付けするデータ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テーブル

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、前記メモ

り ・キヤッシュを互いにノー ド間で複製 し、保持 し、データベース ・メ タ情

報の変化に伴い、該変化にかかわる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ り

・キヤッシュ上のメモ り ・イメージを他のノー ド上の対応するメモ り ・キヤ

ッシュ上に複製することによって同期が行われ実現される、単一の仮想主記

憶装置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記

データベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン



内の前記データベース ，メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース

・メ タ情報格納管理部 5 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加

中のデータベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポ

ジ トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

実施例 3

図 「 および図 2 「を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 7 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

実施例 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおいて、さ

らに、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０， 2 ０内

に収容 しきれないタブル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数

のデータベース ・ドメイン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オ

ブジェク ト管理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０が管理する 「または 2 以上の前

記データベース ・オブジェク ト格納装置内に収容 しよう とする際、対象デー

タ ・オブジェク トとデータ ・オブジェク ト管理装置を対応付けるためのデー

タベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 と、

複数のデータベース ， ドメインにまたがるデータベース ・オブジェク トの

検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジェク ト検索加

エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 2 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データベース

・オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース ・オブジェク

トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト ・セットを特定する



ためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に変換するデータベー

ス ・オブジェク ト ・セ ツ ト識別記号変換 9 ０「、 9 「 「、 9 「と、

該前記データベース ，オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該前記デ

ータベース ・オブジェク ト ・セットの物理的な格納先となる前記データベー

ス ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管理装置を特定するデ

ータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該前記データベー

ス ・オブジェウ ト ・セ ツ ト識別記号とを対応付けするデータベース ・オブジ

ェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9 と

を有 し、

データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて、検索

対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら、 「

または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理する 「ま

たは 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格納装置上の 「または 2 以上

のデータ ・セットを横断的に検索するデータベース ・オブジェク ト検索部と

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出されたデータ

を、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タを用いて、

加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら

、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジ

ェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合すなわちジ ョインまたは射影すな

わちプロジェクシ ョンまたは並べ替えすなわちソ一 トまたは行結合すなわち

ユニオン等のデータベース ・オブジェク ト加工を横断的に行 うデータベース

・オブジェク ト加工部と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン



が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェク トを

管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報で

あるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オブ

ジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するための

データベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジェ

ク ト識別子で識別されるものとして、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベース ・

オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部において保持され適

時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該

前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対応付けするデータ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テーブル

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、自身のノ

ー ドおよび他のノー ド上の前記メモ り ・キヤッシュをメモ り ・イメージとし

て互いにノー ド間で共有することによって実現される、単一の仮想主記憶装

置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記デー

タベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン内の

前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース ・メ

タ情報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加中の

データベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ ト

リ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

図 「 は、本発明の 「実施例の構成図であって、データベース ・ドメイ

ン 「００を一台のサ一バ計算機によって実現 しよう としたものであって、デ

ータベース ・ドメイン 「００内には、データベース ・オブジェク ト管理装置



特定装置 9 ０7 (図 「 中省略) 内に配置されたデータベース ・オブジェク

ト ・セット識別記号変換部 9 ０「およびデータベース ・オブジェク ト ・セッ
ト識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、分散マルチ ・トランザクシ ョン

処理装置 9 ０6 (図 「 中省略) 内に配置された分散マルチ ・トランザクシ

ョン処理実行部 9 ００、データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置 ００
内に配置されたデータベース ・メ タ情報格納管理部 ００、データベース ・

オブジェク ト管理装置 3 ００、データベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００
が配置されており、障害時の復旧のためのスナップシ ョットおよびジヤ一ナ

ルを格納するス トレージ 8 ００を持つス トレージ ・サ一バ計算機とネットワ

ーク 6 ００で接続されており、データベース ・ドメイン 「００と同様の構造

のデータベース ・ドメイン 「 「０およびデータベース ・ドメイン 「 2 ０と」
A N 6 ００で接続 し、非特許文献 「に記載のパーティシ ョン トポロジ技術に

よ りデータベース ・メ タ情報格納管理部 ００内のパーティシ ョン ・キヤッ
，ンュを分散共有 し、メ タ情報の同期によ り、高速にリアルタイム更新可能な

分散データベースを稼動する。

００3 ここで、図 「 に記載のス トレージ 8 ００はデータベース ・ドメイン 「

００とW を介 して物理的に遠距離に存在するものであってもよい。

００3 ここで、図 「 に記載のス トレージ 8 ００はデータベース ・ドメイン 「

００を構成する一台のサ一バ計算機に制御されるA T A C等のインター

フェース ・ケーブルで接続された二次記憶装置でもよい。

００3 ここで、図 「 に記載のリレーシ ョン 2 ０「、 2 ０2 ０3 ０

０ ０6 ０7 ０8 ０9 は、単一のリレーシ ョンに関す

る大量のタプル群を水平分割 したタプル群のいずれかを含んでもよ く、該タ

プル群は、リレーシ ョン 2 ０「およびリレーシ ョン 2 ０3のような同一デー

タベース ・ドメインに含まれる リレーシ ョンに含まれてもよ く、また、リレ

ーシ ョン 2 ０「およびリレーシ ョン 2 ０ のような異なるデータベース ・ド

メインに配置されたリレーシ ョンに含まれてもよい。

００3 単一のリレーシ ョンに関する大量のタプル群が特定のアルゴ リズムで水



平分割されたタプル群はデータベース ・オブジェク ト ・セットと定義され、

データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テ

ーブルを使用 して、物理的な格納先のロケーシ ョンが与えられるが、格納先

の格納領域の利用状況のバランスを調整するために、動的に再配置できるよ

うになっていてもよい。

実施例 4

図 「 6 および図 2 「を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した

請求項 8 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

実施例 6 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおいて、さ

らに、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００、 2 「０， 2 ０内

に収容 しきれないタブル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数

のデータベース ・ドメイン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オ

ブジェク ト管理装置 3 ００、 3 「０、 3 ０が管理する 「または 2 以上の前

記データベース ・オブジェク ト格納装置内に収容 しよう とする際、対象デー

タ ・オブジェク トとデータ ・オブジェク ト管理装置を対応付けるためのデー

タベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 と、

複数のデータベース ， ドメインにまたがるデータベース ・オブジェク トの

検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジェク ト検索加

エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベース ・ド

メインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置 ００、 「０、 2 ０と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データベース

・オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース ・オブジェク

トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト ・セットを特定する



ためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に変換するデータベー

ス ・オブジェク ト ・セ ツ ト識別記号変換 9 ０「、 9 「 「、 9 「と、

該前記データベース ，オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該前記デ

ータベース ・オブジェク ト ・セットの物理的な格納先となる前記データベー

ス ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管理装置を特定するデ

ータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該前記データベー

ス ・オブジェウ ト ・セ ツ ト識別記号とを対応付けするデータベース ・オブジ

ェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9 と

を有 し、

データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて、検索

対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら、 「

または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理する 「ま

たは 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格納装置上の 「または 2 以上

のデータ ・セットを横断的に検索するデータベース ・オブジェク ト検索部と

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出されたデータ

を、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タを用いて、

加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定 しながら

、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジ

ェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合すなわちジ ョインまたは射影すな

わちプロジェクシ ョンまたは並べ替えすなわちソ一 トまたは行結合すなわち

ユニオン等のデータベース ・オブジェク ト加工を横断的に行 うデータベース

・オブジェク ト加工部と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ドメイン



が複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェク トを

管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別するための情報で

あるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該データベース ・オブ

ジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・ドメインを識別するための

データベース ・ドメイン識別子とに関連付けられたデータベース ・オブジェ

ク ト識別子で識別されるものとして、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベース ・

オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部において保持され適

時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョン情報と該

前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対応付けするデータ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テーブル

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当該デ

ータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一バ計算機で

ある各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、前記メモ

り ・キヤッシュを互いにノー ド間で複製 し、保持 し、データベース ・メ タ 青

報の変化に伴い、該変化にかかわる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ り

・キヤッシュ上のメモ り ・イメージを他のノー ド上の対応するメモ り ・キヤ

ッシュ上に複製することによって同期が行われ実現される、単一の仮想主記

憶装置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記

データベース ・メ タ情報格納管理部 ００と、他のデータベース ・ドメイン

内の前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース

・メ タ情報格納管理部 「０、 ０とが、前記 「分散データベースに参加

中のデータベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポ

ジ トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システムであってもよい。

図 「 6 は、本発明の 「実施例の構成図であって、データベース ・ドメイ



ン 「００を一台のサ一バ計算機によって実現 しよう としたものであって、デ

ータベース ・ドメイン 「００内には、データベース ・オブジェク ト管理装置

特定装置 9 ０7 (図 「 中省略) 内に配置されたデータベース ・オブジェク

ト ・セット識別記号変換部 9 ０「およびデータベース ・オブジェク ト ・セッ
ト識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、分散マルチ ・トランザクシ ョン

処理装置 9 ０6 (図 「 中省略) 内に配置された分散マルチ ・トランザクシ

ョン処理実行部 9 ００、データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置 ００
内に配置されたデータベース ・メ タ情報格納管理部 ００、データベース ・

オブジェク ト管理装置 3 ００、データベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００
が配置されており、障害時の復旧のためのスナップシ ョットおよびジヤ一ナ

ルを格納するス トレージ 8 ００を持つス トレージ ・サ一バ計算機とネットワ

ーク 6 ００で接続されており、データベース ・ドメイン 「００と同様の構造

のデータベース ・ドメイン 「 「０およびデータベース ・ドメイン 「 2 ０と」
A N 6 ００で接続 し、非特許文献 「に記載のレプ リケーシ ョンポロジ技術に

よ りデータベース ・メ タ情報格納管理部 ００内のレプ リケーシ ョン ・キヤ

ッシュを複製共有 し、メ タ情報の同期によ り、高速にリアルタイム更新可能

な分散データベースを稼動する。

００ ここで、図 「 6 に記載のス トレージ 8 ００はデータベース ・ドメイン 「

００とW を介 して物理的に遠距離に存在するものであってもよい。

００ ここで、図 「 6 に記載のス トレージ 8 ００はデータベース ・ドメイン 「００
を構成する一台のサ一バ計算機に制御されるA T A C等のインターフェ

ース ・ケーブルで接続された二次記憶装置でもよい。

００ 3 ここで、図 「 6 に記載のリレーシ ョン 2 ０「、 2 ０2 ０3 ０

０ ０6 ０7 ０8 ０9 は、単一のリレーシ ョンに関す

る大量のタプル群を水平分割 したタプル群のいずれかを含んでもよ く、該タ

プル群は、リレーシ ョン 2 ０「およびリレーシ ョン 2 ０3のような同一デー

タベース ・ドメインに含まれる リレーシ ョンに含まれてもよ く、また、リレ

ーシ ョン 2 ０「およびリレーシ ョン 2 ０ のような異なるデータベース ・ド



メインに配置されたリレーシ ョンに含まれてもよい。

００ 単一のリレーシ ョンに関する大量のタプル群が特定のアルゴ リズムで水

平分割されたタプル群はデータベース ・オブジェク ト ・セットと定義され、

データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報マップ ・テ

ーブルを使用 して、物理的な格納先のロケーシ ョンが与えられるが、格納先

の格納領域の利用状況のバランスを調整するために、動的に再配置できるよ

うになっていてもよい。

実施例 5

００ 図 9 および図 2 「を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請求

項 9 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 は、データベース ・オ

ブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9

2 のロケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、データベース ・オブジェク ト

格納装置 2 ００、 2 「０、 2 ０の記憶装置容量と格納されるデータベース

・オブジェク ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴

とする実施例 7 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムであっ

てもよい

さらに、図 「０および図 2 「を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を

適用 した請求項 8 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 は、データベース ・オ

ブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9

2 のロケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、データベース ・オブジェク ト

格納装置 2 ００、 2 「０、 2 ０の記憶装置容量と格納されるデータベース

・オブジェク ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴

とする実施例 9 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムであっ

てもよい。

実施例 6



００ 図 「 「および図 2 「を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 「０に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 は、データベース ・

オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9

2 のロケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、データベース ・オブジェク

ト格納装置 2 ００、 2 「０、 2 ０の記憶装置容量と格納されるデータベー

ス ・オブジェク ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特

徴 とする実施例 9 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムであ

ってもよい。

さらに、図 「 2 および図 2 「を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を適

用 した請求項 「０に記載の分散型データベース ・システムについて説明する

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 は、データベース ・オ

ブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9

2 のロケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、データベース ・オブジェク ト

格納装置 2 ００、 2 「 、 2 ０の記憶装置容量と格納されるデータベース

・オブジェク ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴

とする実施例 「０に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムであ

ってもよい。

実施例

００ 図 「 3 および図 2 「を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 「 「に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 は、データベース ・オ

ブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9

2 のロケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、データベース ・オブジェク ト

格納装置 2 ００、 2 「 、 2 ０の記憶装置容量と格納されるデータベース

・オブジェク ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴

とする実施例 「 「に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムであ



ってもよい。

図 「 および図 2 「を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 「 「に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 は、データベース ・オ

ブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9

2 のロケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、データベース ・オブジェク ト

格納装置 2 ００ ０の記憶装置容量と格納されるデータベース

・オブジェク ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴

とする実施例 「 2 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムであ

ってもよい。

実施例 8

図 「 および図 2 「を使 って、パーティシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 「 2 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 は、データベース ・オ

ブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9

2 のロケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、データベース ・オブジェク ト

格納装置 2 ００、 2 「 、 2 ０の記憶装置容量と格納されるデータベース

・オブジェク ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴

とする実施例 「 3 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムであ

ってもよい。

図 「 6 および図 2 「を使 って、レプ リケーシ ョン トポロジ技術を適用 した請

求項 「 2 に記載の分散型データベース ・システムについて説明する。

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置 9 ０7 は、データベース ・オ

ブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部 9 ０ 、 9 「 2 、 9

2 のロケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、データベース ・オブジェク ト

格納装置 2 ００、 2 「 、 2 ０の記憶装置容量と格納されるデータベース

・オブジェク ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴

とする実施例 「 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムであ



ってもよい。

実施例

図 「 7 および図 「 8 および図 「 9 および図 2 を使 って、アクセス ・カウ

ンタ技術を適用 した請求項 2 に記載の分散マルチ ・トランザクシ ョン制御シ

ステムについて説明する。

ネットワーク 9 ０ ｱに配置された、

データベースを管理する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト管

理装置 3 ００と、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置 3 ００が管理するデータベース

を格納するための、各々の前記データベース ・オブジェク ト管理装置毎に対

応する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト格納装置 2 ００と、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理において トランザクシ ョン処理一貫性を

保持 しながら実行するための分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置 9 ００
と、

前記データベースの持つメ タ情報を管理するための 「または 2 以上のデー

タベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置 ００と、

で構成されるアクセス ・カウンタ式分散マルチ ・トランザクシ ョン制御シス

テムであって、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置 ００は、

「または 2 以上の前記更新アクセスの起点 となるプロセスを識別するプロ

セス識別子によって識別されることを特徴 とする更新アクセス ・カウンタ 9

０3 と、

を有 し、

図 「 9 に記載されているように、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置 9 ００は、

直接的または間接的に、挿入または変更または削除の 「または 2 以上の更

新アクセスを端末計算機またはサ一バ計算機から要求されるデータベース ・

オブジェク ト管理装置が管理するデータベース ・オブジェク トに対する トラ



ンザクシ ョン処理において、

図 「 7 に記載されているように、

前記更新アクセス ・カウンタはあらかじめ特定の初期値を持つものとし、

該起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセスによって

直接または間接的に引き起 こされた自身のデータベース ・ドメイン内の端末

計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッドが存在すればそのプ

ロセスないしス レッドによって要求される更新アウセスが発生する都度、該

前記更新アクセスを要求する起点 となったプロセスを識別するプロセス識別

子によって識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン トを一定数

ずつカウン トアップ し、

実際の更新アクセスが成功 したという情報を順に受け取る毎に該前記更新

アクセスを要求する起点 となったプロセスを識別するプロセス識別子によっ

て識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン トを該前記一定数 と

同 じ値ずつカウン トダウンし、該前記カウンタの値が該前記初期値と一致 し

た時に、該前記起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセ

スによって直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベース

・ドメイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッド

によって実行されたすべての更新アクセスのコ ミ ット処理を実行 し、

また、図 「 8 に記載されているように、

実際の更新アクセスが失敗 したという情報を一個でも受け取った場合、余

の更新アクセスを中止 し、その結果を待たずに、すみやかに該前記起点 とな

ったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセスないしス レッドが存在

するならばそのプロセスないしス レッドによって直接または間接的に引き起

こされた自身または他のデータベース ・ドメイン内の端末計算機またはサ一

バ計算機上のプロセスないしス レッドによって実行されたすべての更新アク

セスの口一ルバック処理を実行する、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理実行部 ０ と、

を有する、



ことを特徴 とする、アクセス ・カウンタ式分散マルチ ・トランザクシ ョン制

御システムであってもよい。

産業上の利用可能性

０００ 大規模データベース ・システムを、独立したデータベース として機能す

る極限にまで細分化 し、それらの細分化された独立データベースが疎結合で

再統合することによ り、同規模の大規模分散データベース ・システムが提供

される。極小化された独立データベースは、近年の主記憶装置の大容量化、

低価格化と相侯って、シ リアライズ、デシ リアライズといった時間のかかる

重い処理をまったく含まないインメモ り ・データベース として低価格なサ一

バ装置上に搭載される。 この安価なデータベース ・サ一バ装置をインフィニ

・バン ド等の高速ネットワーク技術によ り多数連接 し、データベース ・サ一

バ装置をダイナ ミ ックに追加 したり、また、一部のデータベース ・サ一バ装

置に障害が発生 し切 り離さざるを得な くなったときにも、その影響を局所化

し、障害が取 り除かれた時には、局所化故に、口一ル ・フォワー ドの起点 と

なるスナップシ ョットおよびジヤ一ナルも極小化され、短時間で リカバ リで

きる リアルタイム更新が可能なグ リッド・データベース ・システムを提供す

ることができる。

前記データベース ・ドメインの構成を 「個の単位とするプラグイン ・データ

ベース ・サ一バ ・アプライアンスを構成 し、データセンタのラック内に前記

プラグイン ・データベース ・サ一バ ・アプライアンスを配置 し、接続 し、ス

ケールアウ ト可能な大規模グ リッド・データベース ・システムを提供するこ

とができる。

符号の説明

００ 「００、 「 「０、 「 2 ０ データベース ・ドメイン

2 ００、 2 「０、 2 2 ０ データベース ・オブジェク ト格納装置

2 ０1 ０2 ０3 1 2 1 3 2 1 2 2 2

2 3 リレーシ ョン

3 ００、 3 「０、 3 2 ０ データベース ・オブジェク ト管理装置



００、 「０、 ０ データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置

００、 「０、 ０ データベース ・メ タ情報格納管理部

6 ００ 」A N w A Nの ネットワーク

6 「０ インターネット網 7 ００、 7 「０、 7 ０ 7 3０ 端末装置

8 ００、 8 「０、 8 ０ ス トレージ

9 ００、 9 「０、 9 ０ 分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置

9 ０「、 9 「 「、 9 「 データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号

変換部

9 ０ 、 9 「 2 、 9 データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号

ロケーシ ョン情報変換部

9 ０3 更新アクセス ・カウンタ

9 ０ データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報

マップ ・テーブル

9 ０6 分散マルチ ・トランザクシ ョン処理実行部

9 ０7 データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置

9 ０8 」A N w A Nまたはマシン内の ネットワーク、

またはA T A C等のイン ターフェース ・ケーブル



請求の範囲

請求項 ネットワーク上に配置された複数のデータベース ・ドメインの各々
の前記データベース ・ドメイン内にあって、

データベースを管理する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェ

ク ト管理装置と、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベース

を格納するための、各々の前記データベース ・オブジェク ト管理装置

毎に対応する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト格納装置

と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベー

ス ・ドメインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・

メ タ情報管理 リポジ トリ装置と、

で構成されるメタ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネ ツ トワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ド

メインが複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは当該データベース ・オブジ

ェク トを管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別す

るための情報であるデータベー ・オブジェク ト管理装置識別子と当該

データベース ・オブジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・

ドメインを識別するためのデータベース ・ドメイン識別子とに関連付

けられたデータベース ・オブジェク ト識別子で識別されるものとして

自身のデータベース ・ドメイン内のデータベース ・オブジェク ト管

理装置が保持する管理下のデータベースの構造を定義するデータ ・デ

ィクシ ョナ リ情報と、

自身のデータベース ・ドメイン内のデータベース ・オブジェク ト管

理装置内のデータベース ・オブジェク トが他の前記データベース ・ド



メイン内のデータベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベ

ース ・オブジェク トに対 して外部参照状態にある時の参照被参照状態

にある双方のデータベース ・オブジェク トに関するステータス情報と

自身の前記データベース ・ドメイン内の前記データベース ・オブジ

ェク ト管理装置が管理する前記データベース ・オブジェク トを他のデ

ータベース ・ドメインを管理する前記データベース ・メ タ情報管理 リ

ポジ トリ装置を直接または間接的にアクセスする端末計算機またはサ

一バ計算機からの読み出し状態にあり共有 ロック状態にある当該デー

タベース ・オブジェク トのステータス情報と、

自身の前記データベース ・ドメイン内の前記データベース ・オブジ

ェク ト管理装置が管理する前記データベース ・オブジェク トを他のデ

ータベース ・ドメインを管理する前記データベース ・メ タ情報管理 リ

ポジ トリ装置を直接または間接的にアクセスする端末計算機またはサ

一バ計算機からの書き込み状態にあり排他 ロック状態にある当該デー

タベース ・オブジェク トのステータス情報と、

を分散型データベース ・システムのデータベース ・メ タ情報として格

納 し、

自身のデータベース ・ドメイン内で処理が進行 し、前記データベー

ス ・オブジェク トに関するステータス情報に変化が及ぼす事象が発生

した場合には速やかに当該データベース ・オブジェク トに関するステ

ータス情報を更新管理する、

データベース ・メ タ情報格納管理部と、

を有 し、

前記分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」 当

該データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ一

バ計算機である各ノー ドの 「主記憶装置の一部」をメモ り ・キヤッシ

ュとし、自身のノー ドおよび他のノー ド上の前記メモ り ・キヤッシュ



をメモ り ・イメージとして互いにノー ド間で共有することによって実

現される、または、前記メモ り ・キヤツシュを互いにノー ド間で複製

し、保持 し、データベース ・メ タ情報の変化に伴い、該変化にかかわ

る該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ り ・キヤッシュ上のメモ り ・

イメージを他のノー ド上の対応するメモ り ・キヤッシュ上に複製する

ことによって同期が行われ実現される、単一の仮想主記憶装置を構成

し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記データ

ベース ・メ タ情報格納管理部と、他のデータベース ・ドメイン内の前

記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベース

・メ タ情報格納管理部とが、前記 「分散データベースに参加中のデー

タベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ

トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システム。

請求項 ネットワーク上に配置された、

データベースを管理する 「または 以上のデータベース ・オブジェ

ク ト管理装置と、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベース

を格納するための、各々の前記データベース ・オブジェク ト管理装置

毎に対応する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト格納装置

と、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理において トランザクシ ョン処理

一貫性を保持 しながら実行するための分散マルチ ・トランザクシ ョン

処理装置と、

前記データベースの持つメ タ情報を管理するための 「または 2 以上

のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置と、

で構成されるアクセス ・カウンタ式分散マルチ ・トランザクシ ョン制

御システムであって、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、



「または 2 以上の更新アクセスの起点、となるプロセスを識別するプ

ロセス識別子によって識別されることを特徴 とする更新アクセス ・カ

ウンタ と、

を有 し、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置は、

直接的または間接的に、挿入または変更または削除の 「または 2 以

上の更新アウセスを端末計算機またはサ一バ計算機から要求されるデ

ータベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベース ・オブジ

ェク トに対する トランザクシ ョン処理において、

前記更新アクセス ・カウンタはあらかじめ特定の初期値を持つもの

とし、 該起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロ

セスによって直接または間接的に引き起 こされた自身のデータベース

・ドメイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス

レッドが存在すればそのプロセスないしス レッドによって要求される

更新アクセスが発生する都度、該前記更新アクセスを要求する起点、と

なったプロセスを識別するプロセス識別子によって識別される該前記

更新アクセス ・カウンタ内のカウン トを一定数ずつカウン トアップ し

実際の更新アクセスが成功 したという情報を順に受け取る毎に該前

記更新アクセスを要求する起点、となったプロセスを識別するプロセス

識別子によって識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン

トを該前記一定数 と同 じ値ずつカウン トダウンし、該前記カウンタの

値が該前記初期値と一致 した時に、該前記起点 となったプロセス 自身

および該前記起点、となったプロセスによって直接または間接的に引き

起 こされた自身のデータベース ・ドメイン内の端末計算機またはサ一

バ計算機上のプロセスないしス レッドによって実行されたすべての更

新アウセスのコ ミ ット処理を実行 し、

また、実際の更新アクセスが失敗 したという情報を一個でも受け取



った場合、余の更新アクセスを中止 し、その結果を待たずに、すみや

かに該前記起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロ

セスないしス レッドが存在するならばそのプロセスないしス レッドに

よって直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベー

ス ・ドメイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないし

ス レッドによって実行されたすべての更新アクセスの口一ルバック処

理を実行する、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理実行部と、

を有する

ことを特徴 とする、アクセス ・カウンタ式分散マルチ ・トランザクシ

ョン制御システム。

請求項3 ネットワーク上に配置された複数のデータベース ・ドメインの各々
の前記データベース ・ドメイン内にあって、

「または 2 以上の請求項 2 に記載のアクセス ・カウンタ式分散マル

チ ・トランザクシ ョン制御システムからで構成されるメ タ情報共有分

散型データベース ・システムであって、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、さらに、外部の他の

データベース ・ドメインと整合性をとるための機能を有 し、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置は、さらに、

ここではネ ツ トワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ド

メインが複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは当該データベース ・オブジ

ェク トを管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別す

るための情報であるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当

該データベース ・オブジェク ト管理装置を管理する前記データベース

・ドメインを識別するためのデータベース ・ドメイン識別子とに関連

付けられたデータベース ・オブジェウ ト識別子で識別されるものとし

て、



直接的または間接的に、挿入または変更または削除の 「または 2 以上

の更新アクセスを端末計算機またはサ一バ計算機から要求される、自

身または他の前記データベース ・ドメイン内のデータベース ・オブジ

ェク ト管理装置が管理するデータベース ・オブジェク トに対する トラ

ンザクシ ョン処理において、

複数のデータベース ・ドメインから要求される 「または 2 以上の前

記更新アウセスの起点、となるプロセスを識別するプロセス識別子によ

って識別される更新アクセス ・カウンタが存在するものとし、

前記更新アクセス ・カウンタはあらかじめ特定の初期値を持つもの

とし、

該起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセスに

よって直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベー

ス ・ドメイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないし

ス レッドが存在すればそのプロセスないしス レッドによって要求され

る更新アクセスが発生する都度、該前記更新アクセスを要求する起点、

となったプロセスを識別するプロセス識別子によって識別される該前

記更新アクセス ・カウンタ内のカウン トを一定数ずつカウン トアップ

し、

実際の更新アクセスが成功 したという情報を順に受け取る毎に該前

記更新アクセスを要求する起点、となったプロセスを識別するプロセス

識別子によって識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン

トを該前記一定数 と同 じ値ずつカウン トダウンし、該前記カウンタの

値が該前記初期値と一致 した時に、該前記起点 となったプロセス 自身

および該前記起点、となったプロセスによって直接または間接的に引き

起 こされた自身または他のデータベース ・ドメイン内の端末計算機ま

たはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッドによって実行されたす

べての更新アウセスのコ ミ ット処理を実行 し、

また、実際の更新アクセスが失敗 したという情報を一個でも受け取



った場合、余の更新アクセスを中止 し、その結果を待たずに、すみや

かに該前記起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロ

セスないしス レッドが存在するならばそのプロセスないしス レッドに

よって直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベー

ス ・ドメイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないし

ス レッドによって実行されたすべての更新アクセスの口一ルバック処

理を実行する、

ことを特徴 とする分散マルチ ・トランザクシ ョン処理実行部と、

を有 し、

前記メ タ情報共有分散型データベース ・システムに参加中の前記デ

ータベース ・ドメイン内の当該データベース ・メ タ情報管理 リポジ ト

リ装置を実装するためのサ一バ計算機である各ノー ドの 「主記憶装置

の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、自身のノー ドおよび他のノー ド

上の前記メモ り ・キヤッシュをメモ り ・イメージとして互いにノー ド

間で共有することによって実現される、または、前記メモ り ・キヤッ
，ンュを互いにノー ド間で複製 し、保持 し、データベース ・メ タ情報の

変化に伴い、該変化にかかわる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ

り ・キヤッシュ上のメモ り ・イメージを他のノー ド上の対応するメモ

り ・キヤッシュ上に複製することによって同期が行われ実現される、

単一の仮想主記憶装置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置の前記データベース ・メ タ情報格納管理部と、他のデ

ータベース ・ドメイン内の前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ ト

リ装置内にあるデータベース ・メ タ情報格納管理部とが、前記 「分散

データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」各々のデータ

ベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システム。

請求項 請求項 「に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにお

いて、さらに、



分散マルチ ・トランザクシ ョン処理において トランザクシ ョン処理一

貫性を保持 しながら実行するための分散マルチ ・トランザクシ ョン処

理装置と、

を構成要素とするメ タ情報共有分散型データベース ・システムであっ

て、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理装置は、

ここではネットワーウ上には互いに通信が可能なデータベース ・ド

メインが複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは当該データベース ・オブジ

ェク トを管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別す

るための情報であるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当

該データベース ・オブジェク ト管理装置を管理する前記データベース

・ドメインを識別するためのデータベース ・ドメイン識別子とに関連

付けられたデータベース ・オブジェク ト識別子で識別されるものとし

て、

直接的または間接的に、挿入または変更または削除の 「または 2 以上

の更新アクセスを端末計算機またはサ一バ計算機から要求される、自

身または他の前記データベース ・ドメイン内のデータベース ・オブジ

ェク ト管理装置が管理するデータベース ・オブジェク トに対する トラ

ンザクシ ョン処理において、

複数のデータベース ・ドメインから要求される 「または 2 以上の前

記更新アクセスの起点 となるプロセスを識別するプロセス識別子によ

って識別される更新アクセス ・カウンタが存在するものとし、

前記更新アクセス ・カウンタはあらかじめ特定の初期値を持つもの

とし、

該起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセスに

よって直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベー

ス ・ドメイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないし



ス レッドが存在すればそのプロセスないしス レッドによって要求され

る更新アクセスが発生する都度、該前記更新アクセスを要求する起点、

となったプロセスを識別するプロセス識別子によって識別される該前

記更新アクセス ・カウンタ内のカウン トを一定数ずつカウン トアップ

し、

実際の更新アクセスが成功 したという情報を順に受け取る毎に該前

記更新アウセスを要求する起点、となったプロセスを識別するプロセス

識別子によって識別される該前記更新アクセス ・カウンタ内のカウン

トを該前記一定数 と同 じ値ずつカウン トダウンし、該前記カウンタの

値が該前記初期値と一致 した時に、該前記起点 となったプロセス 自身

および該前記起点、となったプロセスによって直接または間接的に引き

起 こされた自身または他のデータベース ・ドメイン内の端末計算機ま

たはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッドによって実行されたす

べての更新アクセスのコ ミ ット処理を実行 し、また、

実際の更新アクセスが失敗 したという情報を一個でも受け取った場

合、余の更新アクセスを中止 し、その結果を待たずに、すみやかに該

前記起点 となったプロセス 自身および該前記起点 となったプロセスな

いしス レッドが存在するならばそのプロセスないしス レッドによって

直接または間接的に引き起 こされた自身または他のデータベース ・ド

メイン内の端末計算機またはサ一バ計算機上のプロセスないしス レッ

ドによって実行されたすべての更新アクセスの口一ルバック処理を実

行する、

分散マルチ ・トランザクシ ョン処理実行部と、

を有することを特徴 とする分散マルチ ・トランザクシ ョン処理実行部

と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネ ツ トワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ド



メインが複数個あるものとして、

複数のデータベース ・ドメインから要求される 「または 2 以上の前記

更新アクセスの起点 となるプロセスを識別するプロセス識別子によっ

て識別される更新アクセス ・カウンタ

を有すること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システム。

請求項 ネットワーク上に配置された複数のデータベース ・ドメインの各々の

前記データベース ・ドメイン内にあって、

データベースを管理する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェ

ク ト管理装置と、

前記データベース ・オブジェク ト管理装置が管理するデータベース

を格納するための、各々の前記データベース ・オブジェク ト管理装置

毎に対応する 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト格納装置

と、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置内に収容 しきれな

いタプル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数のデータ

ベース ・ドメイン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オブ

ジェク ト管理装置が管理する 「または 2 以上の前記データベース ・オ

ブジェク ト格納装置内に収容 しよう とする際、対象データ ・オブジェ

ク トとデータ ・オブジェク ト管理装置を対応付けるためのデータベー

ス ・オブジェク ト管理装置特定装置と、

複数のデータベース ・ドメインにまたがるデータベース ・オブジェ

ク トの検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジ

ェク ト検索加エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベー

ス ・ドメインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・

メ タ情報管理 リポジ トリ装置と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって



データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データ

ベース ・オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース

・オブジェク トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト

・セットを特定するためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別

記号に変換するデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号変換部

と、

該前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該

前記データベース ・オブジェク ト ・セットの物理的な格納先となる前

記データベース ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管

理装置を特定するデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョ

ン情報と該前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対

応付けするデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョ

ン情報変換部と、

を有 し、

データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴリズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて

、検索対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定

しながら、 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理

装置が管理する 「または 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格

納装置上の 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト ・セットを

横断的に検索するデータベース ・オブジェク ト検索部と、

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出された

データを、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ

タを用いて、加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セ

ットを特定 しながら、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該

前記データベース ・オブジェウ ト・セットにまたがるデータ群の結合

すなわちジ ョインまたは射影すなわちプロジェクシ ョンまたは並べ替



えすなわちソ一 トまたは行結合すなわちユニオン等のデータベース ・

オブジェク ト加エを横断的に行 うデータベース ・オブジェク ト加エ部

と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネ ツ トワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ド

メインが複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェ

ク トを管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別する

ための情報であるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該

データベース ・オブジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・

ドメインを識別するためのデータベース ・ドメイン識別子とに関連付

けられたデータベース ・オブジェク ト識別子で識別されるものとして

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベ

ース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部におい

て保持され適時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロ

ケーシ ョン情報と該前記データベース ・オブジェク ト ・セット 哉月 記

号とを対応付けするデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロ

ケーシ ョン情報マップ ・テーブル

を有 し、

前記メ タ情報共有分散型データベース ・システムに参加中の前記デ

ータベース ・ドメイン内の当該データベース ・メ タ情報管理 リポジ ト

リ装置を実装するためのサ一バ計算機である各ノー ドの 「主記憶装置

の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、自身のノー ドおよび他のノー ド

上の前記メモ り ・キヤッシュをメモ り ・イメージとして互いにノー ド

間で共有することによって実現される、または、前記メモ り ・キヤッ
，ンュを互いにノー ド間で複製 し、保持 し、データベース ・メ タ情報の



変化に伴い、該変化にかかわる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ

り ・キヤッシュ上のメモ り ・イメージを他のノー ド上の対応するメモ

り ・キヤッシュ上に複製することによって同期が行われ実現される、

単一の仮想主記憶装置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置の前記データベース ・メ タ情報格納管理部と、他のデ

ータベース ・ドメイン内の前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ ト

リ装置内にあるデータベース ・メ タ情報格納管理部とが、前記 「分散

データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」各々のデータ

ベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システム。

請求項 請求項 「に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおい

て、さらに、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置内に収容 しきれない

タプル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数のデータベ

ース ・ドメイン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オブジ

ェク ト管理装置が管理する 「または 2 以上の前記データベース ・オブ

ジェク ト格納装置内に収容 しよう とする際、対象データ ・オブジェク

トとデータ ・オブジェク ト管理装置を対応付けるためのデータベース

・オブジェク ト管理装置特定装置と、

複数のデータベース ・ドメインにまたがるデータベース ・オブジェ

ク トの検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジ

ェク ト検索加エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベー

ス ・ドメインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・

メ タ情報管理 リポジ トリ装置と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データ



べ一ス ・オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース

・オブジェク トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト

・セットを特定するためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別

記号に変換するデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号変換部

と、

該前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該

前記データベース ・オブジェウ ト ・セットの物理的な格納先となる前

記データベース ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管

理装置を特定するデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョ

ン情報と該前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対

応付けするデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョ

ン情報変換部と、

を有 し、

データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴリズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて

、検索対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定

しながら、 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理

装置が管理する 「または 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格

納装置上の 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト ・セットを

横断的に検索するデータベース ・オブジェク ト検索部と、

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出された

データを、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ

タを用いて、加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セ

ットを特定 しながら、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該

前記データベース ・オブジェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合

すなわちジ ョインまたは射影すなわちプロジェクシ ョンまたは並べ替

えすなわちソ一 トまたは行結合すなわちユニオン等のデータベース ・

オブジェク ト加工を横断的に行 うデータベース ・オブジェク ト加工部



を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネ ツ トワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ド

メインが複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェ

ウ トを管理する前記データベース ・オブジェウ ト管理装置を識別する

ための情報であるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該

データベース ・オブジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・

ドメインを識別するためのデータベース ・ドメイン識別子とに関連付

けられたデータベース ・オブジェク ト識別子で識別されるものとして

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベ

ース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部におい

て保持され適時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロ

ケーシ ョン情報と該前記データベース ・オブジェク ト ・セット 哉月 記

号とを対応付けするデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロ

ケーシ ョン情報マップ ・テーブル

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」

当該データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ

一バ計算機である各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッ
，ンュとし、自身のノー ドおよび他のノー ド上の前記メモ り ・キヤッシ

ュをメモ り ・イメージとして互いにノー ド間で共有することによって

実現される、または、前記メモ り ・キヤッシュを互いにノー ド間で複

製 し、保持 し、データベース ・メ タ情報の変化に伴い、該変化にかか

わる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ り ・キヤッシュ上のメモ り

・イメージを他のノー ド上の対応するメモ り ・キヤッシュ上に複製す



ることによって同期が行われ実現される、単一の仮想主記憶装置を構

成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記デー

タベース ・メ タ情報格納管理部と、他のデータベース ・ドメイン内の

前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベー

ス ・メ タ情報格納管理部とが、前記 「分散データベースに参加中のデ

ータベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポ

ジ トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システム。

請求項 請求項 3 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおい

て、さらに、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置内に収容 しきれない

タプル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数のデータベ

ース ・ドメイン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オブジ

ェク ト管理装置が管理する 「または 2 以上の前記データベース ・オブ

ジェク ト格納装置内に収容 しよう とする際、対象データ ・オブジェク

トとデータ ・オブジェク ト管理装置を対応付けるためのデータベース

・オブジェク ト管理装置特定装置と、

複数のデータベース ・ドメインにまたがるデータベース ・オブジェ

ク トの検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジ

ェク ト検索加エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベー

ス ・ドメインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・

メ タ情報管理 リポジ トリ装置と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データ

ベース ・オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース

・オブジェク トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト



・セットを特定するためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別

記号に変換するデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号変換部

と、

該前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該

前記データベース ・オブジェク ト ・セットの物理的な格納先となる前

記データベース ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管

理装置を特定するデータベース ・オブジェウ ト ・セット ・ロケーショ

ン情報と該前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対

応付けするデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョ

ン情報変換部と、

を有 し、

データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴリズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて

、検索対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定

しながら、 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理

装置が管理する 「または 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格

納装置上の 「または 2 以上のデータベース ・オブジェク ト ・セットを

横断的に検索するデータベース ・オブジェク ト検索部と、

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出された

データを、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ

タを用いて、加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セ

ットを特定 しながら、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該

前記データベース ・オブジェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合

すなわちジ ョインまたは射影すなわちプロジェクシ ョンまたは並べ替

えすなわちソ一 トまたは行結合すなわちユニオン等のデータベース ・

オブジェク ト加工を横断的に行 うデータベース ・オブジェク ト加工部

と、

を有 し、



データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネットワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ド

メインが複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェ

ク トを管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別する

ための情報であるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該

データベース ・オブジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・

ドメインを識別するためのデータベース ・ドメイン識別子とに関連付

けられたデータベース ・オブジェク ト識別子で識別されるものとして

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベ

ース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部におい

て保持され適時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロ

ケーシ ョン情報と該前記データベース ・オブジェク ト ・セット 哉月 記

号とを対応付けするデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロ

ケーシ ョン情報マップ ・テーブル

を有 し、

前記 「分散データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」

当該データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置を実装するためのサ

一バ計算機である各ノー ドの 「主記憶装置の一部」 をメモ り ・キヤッ
，ンュとし、自身のノー ドおよび他のノー ド上の前記メモ り ・キヤッシ

ュをメモ り ・イメージとして互いにノー ド間で共有することによって

実現される、または、前記メモ り ・キヤッシュを互いにノー ド間で複

製 し、保持 し、データベース ・メ タ情報の変化に伴い、該変化にかか

わる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ り ・キヤッシュ上のメモ り

・イメージを他のノー ド上の対応するメモ り ・キヤッシュ上に複製す

ることによって同期が行われ実現される、単一の仮想主記憶装置を構

成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置の前記デ一



タベース ・メ タ情報格納管理部と、他のデータベース ・ドメイン内の

前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置内にあるデータベー

ス ・メ タ情報格納管理部とが、前記 「分散データベースに参加中のデ

ータベース ・ドメイン内の」各々のデータベース ・メ タ情報管理 リポ

ジ トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システム。

請求項8 請求項 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システムにおい

て、さらに、

単一の前記データベース ・オブジェク ト格納装置内に収容 しきれない

タプル数を持つリレーシ ョンにおいて、水平分割 して複数のデータベ

ース ・ドメイン管理下の 「または 2 以上の前記データベース ・オブジ

ェク ト管理装置が管理する 「または 2 以上の前記データベース ・オブ

ジェク ト格納装置内に収容 しよう とする際、対象データ ・オブジェク

トとデータ ・オブジェク ト管理装置を対応付けるためのデータベース

・オブジェク ト管理装置特定装置と、

複数のデータベース ・ドメインにまたがるデータベース ・オブジェ

ク トの検索または加エまたは更新を行 うためのデータベース ・オブジ

ェク ト検索加エ装置と、

前記データベースの持つメ タ情報によって、外部の他のデータベー

ス ・ドメインと整合性をとるための 「または 2 以上のデータベース ・

メ タ情報管理 リポジ トリ装置と、

で構成されるメ タ情報共有分散型データベース ・システムであって

データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、

ハッシング等のアルゴ リズムを特定のパラメ タで用いて、対象データ

ベース ・オブジェク トの一部ないし全部の情報を、対照データベース

・オブジェク トの論理的な格納先となるデータベース ・オブジェク ト

・セットを特定するためのデータベース ・オブジェク ト ・セット識別

記号に変換するデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号変換部



該前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号に対応する該

前記データベース ・オブジェク ト ・セットの物理的な格納先となる前

記データベース ・ドメインおよび前記データベース ・オブジェク ト管

理装置を特定するデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロケーシ ョ

ン情報と該前記データベース ・オブジェク ト ・セット識別記号とを対

応付けするデータベース ・オブジェウ ト ・セット識別記号ロケーショ

ン情報変換部と、

を有 し、

データベース ・オブジェク ト検索加エ装置は、

該前記アルゴリズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ タで用いて

、検索対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セットを特定

しながら、 「または 2 以上の該前記データベース ・オブジェク ト管理

装置が管理する 「または 2 以上の前記データベース ・オブジェク ト格

納装置上の 「または 2 以上のデータ ・セットを横断的に検索するデー

タベース ・オブジェク ト検索部と、

前記データベース ・オブジェク ト検索部によって特定 され抽出された

データを、該前記アルゴ リズムと同一のアルゴ リズムを同一のパラメ

タを用いて、加エ対象となる該前記データベース ・オブジェク ト ・セ

ットを特定 しながら、変更または削除、若 しくは 「または 2 以上の該

前記データベース ・オブジェク ト ・セットにまたがるデータ群の結合

すなわちジ ョインまたは射影すなわちプロジェクシ ョンまたは並べ替

えすなわちソ一 トまたは行結合すなわちユニオン等のデータベース ・

オブジェク ト加エを横断的に行 うデータベース ・オブジェク ト加エ部

と、

を有 し、

データベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置は、

ここではネ ツ トワーク上には互いに通信が可能なデータベース ・ド



メインが複数個あるものとして、また、

ここではデータベース ・オブジェク トは該データベース ・オブジェ

ク トを管理する前記データベース ・オブジェク ト管理装置を識別する

ための情報であるデータベース ・オブジェク ト管理装置識別子と当該

データベース ・オブジェク ト管理装置を管理する前記データベース ・

ドメインを識別するためのデータベース ・ドメイン識別子とに関連付

けられたデータベース ・オブジェウ ト識別子で識別されるものとして

前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置の前記データベ

ース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部におい

て保持され適時更新されるデータベース ・オブジェク ト ・セット ・ロ

ケーシ ョン情報と該前記データベース ・オブジェク ト ・セット 哉月 記

号とを対応付けするデータベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロ

ケーシ ョン情報マップ ・テーブル

を有 し、

前記メ タ情報共有分散型データベース ・システムに参加中の前記デ

ータベース ・ドメイン内の当該データベース ・メ タ情報管理 リポジ ト

リ装置を実装するためのサ一バ計算機である各ノー ドの 「主記憶装置

の一部」 をメモ り ・キヤッシュとし、自身のノー ドおよび他のノー ド

上の前記メモ り ・キヤッシュをメモ り ・イメージとして互いにノー ド

間で共有することによって実現される、または、前記メモ り ・キヤッ
，ンュを互いにノー ド間で複製 し、保持 し、データベース ・メ タ情報の

変化に伴い、該変化にかかわる該ノー ド上の該変化にかかわる該メモ

り ・キヤッシュ上のメモ り ・イメージを他のノー ド上の対応するメモ

り ・キヤッシュ上に複製することによって同期が行われ実現される、

単一の仮想主記憶装置を構成 し、自身のデータベース ・メ タ情報管理

リポジ トリ装置の前記データベース ・メ タ情報格納管理部と、他のデ

ータベース ・ドメイン内の前記データベース ・メ タ情報管理 リポジ ト



リ装置内にあるデータベース ・メ タ情報格納管理部とが、前記 「分散

データベースに参加中のデータベース ・ドメイン内の」各々のデータ

ベース ・メ タ情報管理 リポジ トリ装置によって共有 されること

を特徴 とするメ タ情報共有型分散データベース ・システム。

請求項 前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、前記データ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部のロ

ケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、前記データベース ・オブジェ

ク ト格納装置の記憶装置容量と格納されるデータベース ・オブジェク

ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴 とする

請求項 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システム。

請求項 ０ 前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、前記データ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部のロ

ケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、前記データベース ・オブジェ

ク ト格納装置の記憶装置容量と格納されるデータベース ・オブジェク

ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴 とする

請求項 6 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システム。

請求項 前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、前記データ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部のロ

ケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、前記データベース ・オブジェ

ク ト格納装置の記憶装置容量と格納されるデータベース ・オブジェク

ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴 とする

請求項 7 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システム。

請求項 前記データベース ・オブジェク ト管理装置特定装置は、前記データ

ベース ・オブジェク ト ・セット識別記号 ロケーシ ョン情報変換部のロ

ケーシ ョン情報を変更する機能を有 し、前記データベース ・オブジェ

ク ト格納装置の記憶装置容量と格納されるデータベース ・オブジェク

ト ・セットの大きさの関係を最適化 して再配置することを特徴 とする

請求項 8 に記載のメ タ情報共有型分散データベース ・システム。
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